
 

 

 

 

       

 

  

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

第 419号  令和 5年 1月 1日  光明第八保育園 

 

ほ け ん だ よ り 保健目標 

よく噛んで上手に 

飲み込みましょう 

 

 

 明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。年末年始

のお休みは楽しく健康に過ごせましたか？ 

今年はどんな 1 年になるのでしょうか。今年も皆さんが心身ともに健康で穏やか

に過ごせますように願っています。 

職員研修の様子 
目を離さない…だけでは 

 

 食べることに集中させる  

 水分を摂ってのどを潤してから食べさせる  

 よく噛んで食べる  

 一口の量を多くしない  

 口の中に食品があるときはしゃべらせない  

 あおむけに寝た状態や、歩きながら、遊びながら、食品を食べさせない  

 食事中に乳幼児がびっくりするようなことをしない  

 年上の子どもが乳幼児に危険な食品を与えることがあるので注意する 

 月齢にあった離乳食や固さを知り、子どもにあった食事を提供する 

 食品は小さく切る    

例）4歳以下の子どもには、ブドウや 

       プチトマトは 1/4以下に 

  

 

丸いもの・つるっとしてるもの 

毎年、食べ物が原因で子どもが窒息する事故が起こっています。多くの事故は大人と一緒に食

事をしている中で起こっています。子どもは大人に比べ気道が細く小さな食材でも詰まりやすい

特徴があります。また噛む力が弱く、丸のみしてしまう場合があります。咳をする力も弱いので

詰まっても外に出しにくいのです。目を離さないだけではなくより具体的な対策が必要です。 

 

よく噛むことの 8つの効果 

 保育園では窒息事故がないように日ごろか

ら注意し予防に努めています。そして毎年、

注意喚起のため全職員を対象とした「窒息予

防」の内部研修を実施しています。 

研修では、窒息、誤嚥防止のための注意点

や応急手当の方法を再確認しています。  

トイレットペーパーの芯の大きさを通るもの 

大人の親指と人差し指で作った丸を通るもの 

危険な大きさの目安 

窒息を起こしやすい危険な食品 

窒息をしにくい食べ方を実践しましょう 

固くて噛み切りにくいもの 

粘着性が高く唾液を吸収するため 

飲み込みづらいもの 

 

食品による窒息事故に気をつけましょう‼ 


